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　市が地区を指定し、地区の魅力発信などの支援を行うもの。取り組み方・
実績により「HAPPYターンモデル」「移住推進モデル」「地域活性化モデル」の
３つに分けられます。

越前浜地区
（平成28年8月にHAPPY
ターンモデルに指定）

金津里山地区
（令和元年11月にHAPPY
ターンモデルに指定）

白根まちなか地区
（平成30年10月に
地域活性化
モデルに指定） 小須戸地区

（平成29年11月にHAPPY
ターンモデルに指定）

東区

西区

南区

北区

江南区

秋葉区
西蒲区

中央区

移住モデル地区とは

HAPPYターンモデル
先進的な取り組みで移住者数の増加
などの実績があり、ほかの地区の取
り組みの手本となる地区

移住推進モデル
自治会など地域が主体となり、今後
積極的に移住・定住に取り組む地区

地域活性化モデル
商店街などの任意団体が主体となり、
地域の活性化を通して人口流出の防
止に取り組む地区

　移住モデル地区に指定した地区の
情報は、移住希望者向けの説明会な
どで積極的に紹介していきます。

移住・定住に向けて
地域で取り組みませんか

首都圏での移住希望者向け説明会の様子

写真右上から時計回りに、秋葉区の里山、◆移住体験ツアーの様子、◆Akiha放課後里学校（同
区朝日）に通う児童たち　※◆は2面で紹介

　新潟市では人口減少対策として、地域が主体となって移住者の受け
入れに力を入れて取り組んでいる地区を「移住モデル地区」として指定し、
地区の取り組みを応援しています。
　今号では、11月に「H

ハ ッ ピ ー

APPYターンモデル」に指定された秋葉区金津里
山地区の取り組みなどを紹介します。
問 都市計画課（☎025-226-2679）

移住・定住
地域で取り組む
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新潟市の人口・世帯数（５月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較
人口／798,065人（＋100） 男 384,296人（＋122） 女 413,769人（－22）　世帯数
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市の各種手続き、催し案内などは土・日曜、祝日も 新潟市役所コールセンター
にいがたし みんの し や く しょ

こたえてコール 025-243-4894 年中無休
8：00～21：00

FAX 025-244-4894　Eメール 4894call@call.city.niigata.jp

新潟市の人口・世帯数 （11月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較）
人　口／788,851人（－276）
　　　　男 380,012人（－161） 女 408,839人（－115）
世帯数／340,953（+59）
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